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参加者 

20 歳前後の若者 16 名 

出席者 

市長、奥山副市長、市民部長 

 

意見数 

分  類 
件

数 
内            容 頁 

保健・福祉・医療 1 老人介護施設 13 

教育・文化・スポーツ 5 

教育行政 

成人式開催日 

小・中学生の姉妹都市交流 

社会教育施設のトイレ 

公共施設での学習スペース 

11 

15 

18 

22 

22 

都市基盤・生活基盤 5 

道路整備（蔵造りの町並み） 

道路整備（周辺地域） 

防災訓練 

街路灯と信号の設置 

シャトルバス 

2 

4 

9 

16 

17 

地域社会と市民生活 2 
防犯パトロール 

クレアモールの取り締まり 

9 

11 

行 財 政 運 営 1 一番力を入れている政策 6 

産業・観光 4 

観光の経済的効果 

イベントの宣伝 

小江戸川越 

外国人観光客への対応 

3 

6 

8 

20 

その他 3 

臨時職員の待遇 

評価される場（顕彰） 

気軽に意見交換の出来る機会を 

14 

18 

22 

計 21   
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意見交換（要約） 

《道路整備（蔵造の町並み）》 

意見 いつも僕は蔵造りの町並みを学校に行くときに自転車で通っているんですけ

れど、観光客の方が歩道に広がって歩いていたりして、自転車なんかが結構通りにく

かったりするので、本当に何かなと思うときがあります。 

市長 市内の交通について、もうちょっとスムーズに流れるようにしてほしいという

ことですかね。あるいは観光客をもうちょっとうまく流すように。 

  川越市の道路は、城下町ということで幅の狭い道が多くて、両側に家が建ち並んで

いる道を広げるというのはとても大変なことなんですよね。ですから、一方通行をふ

やすとかそういう方法でスムーズに車が流れるような、あるいは歩行者、自転車のス

ペースが確保できるような、そういうようなことを進めていきたいと考えています。

若干時間はかかるかもしれませんけれども、一つの目標としてオリンピックまでに

は、特に旧市街の部分についてはそういうことをぜひ実現したいと考えています。 

意見 観光地での歩行者が車道に出ていて危ないという意見に対して、市長さんは一

方通行を検討しているとおっしゃっていましたが、その一方通行にはもちろん観光の

メインといいますか、一番街が含まれていると思うのですけれども、あそこの道は川

越駅の西口からずっと続いている道じゃないですか。あそこを一方通行にしてしまう

と車が混乱してしまうし、迂回路も渋滞とかしてしまいます。 

自分は一番街に住んでいるのですけれども、住民にとっては結構不便になってしま

いまして、案ではないですが、例えば一方通行にするにしても日曜日だけとか、1 時

から 5時までのように時間を区切るなど、住民への配慮といいますか、そういうこと

は検討されているのでしょうか。 

市長 もちろん一方通行にするときは迂回路というか、逆方向の一方通行にならなか

った方向の車をどうやって流すかということを当然考えた上でやらなければならな

いですよね。一番街のメインストリートだけではなくて、町なかのもうちょっと細か

い道路についても、一方通行にして歩行者の空間をもっと広く設けたほうがまちとし

て暮らしやすいというか、そういうまちになるのではないかという、そういう思いが

ありまして、できれば北部地域全般について、かなりの道路を一方通行にしたいなと

いう思いがあります。 

 まちの人にとって、いろいろ不便が出てくるというのは、一方通行というよりは歩

行者天国ですね。完全に車が入れないようにしてしまうと、いろいろ商売をやってい
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る人が仕入れの車をどうするんだよ、とか、そういう問題が出てきます。それからお

寺さんも、日曜日を歩行者天国にされると、法事で来る人が入れなくなってしまうで

はないかとか、そういう不便というか苦情はもちろんあるんですよね。 

ですから、私は一方通行の場合ではなくて歩行者天国で完全に通行止めにしてしま

ったときにかなり影響が出るという面があるのではないかと思っています。一方通行

は基本的には車だけですからね。自転車とかオートバイとか歩行者は、どちら方向に

進んだって、それは規制されないのが普通ですから、それほど一方通行にしたからと

いって不便は出ないだろうというふうに思っているんですが。 

意見 今出た歩行者天国について、多分一方通行にするにあたっては、迂回路を整備

してからとのことで、現段階で整備が整っていない、まだ整備が終わっていないと思

うのですけれども、今の段階で川越まつりを除いても、この 2～3 か月でも日曜日や

土曜日に一番街は歩行者天国が多くて、車が通れなかったり、迂回路が混んでしまっ

たりして、住民にとっては動けない状況が続きました。 

歩行者天国も良いのですけれど、住民の意見としては、テーマパークとかではない

ので、パレードとか囃子連とかが昼間一日中音を鳴らしたり、交通規制を昼間の時間

帯、活動時間帯にされるのは迷惑になってしまうので、交通規制、歩行者天国の頻度

も考えてほしいなというのは意見としてあります。 

 

《観光の経済的効果》 

意見 一番に思っているのは、観光に対する川越市の意識が尐し高過ぎるなという気

がするんですよ。若者や市民のことを考えていないで、観光だけに目が行ってしまっ

ている。例えば観光が市民に与える利益というのは、実際にはどのようなことがある

のでしょうか。デメリットとしては、先ほどの交通であったり、観光客によってごみ

が散らかったり、観光のある地域でしかお金がたまらない、などがあるのではないか

と思います。結局、川越市のほかの地域のところにはお金が回らないと思うんです。

結局その蔵造りの町並みのところにお店を構えているところはお金がもうかって良

いと思うんですけれども、私としてはそこに住んでもいないので、特にメリットが感

じられないんです。それはどういうことなのでしょうか。 

市長 そういうことをおっしゃる町なかの市民の方も結構いらっしゃるというのは

承知しているのですけれども、観光客が来てくれて、お土産を買ったり食事をしたり

という形でお金を落としてくれれば、商店の売り上げが伸びて、川越市の税収もふえ

るという、そういう関係でのメリットはあると思っています。 
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 それと、もう一つ、やっぱりまちに人がいっぱい歩いているという、そういう活気

のある状況があるというのは、私はとてもいいことだと思います。もちろん迷惑だと

いう面もあるのでしょうけれども、例えば東京から離れた地方の観光地、川越と同じ

ように重要伝統的建造物群保存地区、伝建地区というんですけれども、そういう地区

に選定された地域があるようなところに私は時々行っているんですが、東京から離れ

たところは見るべきところがあったり、あるいは貴重なものが残っていても、本当に

歩いている人がまばらなんですよね。そういう寂しい状況ではなくて、毎日一定程度

の人が歩いていてくれるというのは、まちの賑わいという面ではとてもありがたいな

というふうに思っています。 

もちろん観光客の中には身勝手な人、あるいはわがままな振る舞いをする人もいて、

お店などでも迷惑をこうむるということもなきにしもあらずなんですが、トータルと

して見れば、やっぱりまち全体では来てくれているメリットのほうがずっと大きいと

思っています。 

確かに観光、観光、ということで、テレビとかいろいろなマスコミで取り上げられ

ているから、川越市は観光にばかり力を入れているのではないかという、そういうご

意見もいただくのですが、決してそんなことはありません。ほかの事業についてもし

っかりやっておりますので、その辺のところはご理解いただきたいと思います。 

意見 もう一点、すみません。経済に与えるものとしては、税収などはどの程度上が

ったんですか。 

市長 経済的効果ですか。それを厳密にはかるというのはなかなか難しいのですが、

これは平成 17～18 年頃のデータですけれども、観光客の人が落してくれる、使って

くれるお金は、尐なくとも年間に 70 億円から 80 億円ぐらいという、そういう計算が

あります。もちろんバスなどに乗る、そういうお金も含めてですけれどね。 

それがすぐ市の収入に結びつくわけではないのだけれども、それだけのお金が外か

ら川越市内のお店などに落ちるというのは、やはりそれなりの経済効果があるという

ふうに言えると思います。 

意見 ありがとうございます。 

 

《道路整備（周辺地域）》 

意見 私は地域の中心部とその他の地域の格差について質問したいと思います。 

私は小堤に住んでいて、鶴ヶ島市と近いのですけれども、道路の整備とかが、すご

くなっていない、というと失礼なんですけれど、道路が平たんではないのでお年寄り
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の方がちゃんと歩けているのかな、と思ったり、運転してみると、やっぱりガードレ

ールとかも尐ないと思いますし、鏡（カーブミラー）とかも尐ないので、運転してい

る側がすごく危ないな、と思うところが多々あるんです。そういったときに、例えば

川越市としては、蔵造りとかにはお金をかけてもらえるのかもしれないのですけれど、

そのほかの、例えばもうちょっと奥の地域にそういう手はかけてもらえるんですか。 

市長 道路の整備については、まだまだ整備をしなければならないところはたくさん

ございまして、特に歩行者の安全を確保するための歩道をつけるような、そういう整

備もまだまだ足りないところがいっぱいあるという認識をしています。ただ、どうし

ても需要が多いというか、多くの車や人が通ったりするところのほうが優先されてし

まうという、そういう傾向があると思います。 

 旧市街だけでなくて、小堤であるとか、芳野であるとか、あるいは古谷であるとか、

そういうところの地域の道路も順次しっかりと整備していきたいと思っていますの

で、その辺はご理解をいただきたいと思います。 

意見 それはもう考えてあるんですか。 

市長 具体的に、次はここ、次はここというふうに決まっている中に、その今おっし

ゃっている道路が入っているかどうかは何とも言えないのですけれども、順次、区間

を決めて整備は進めております。もしどうしても急いでということであれば、自治会

長さんを通じて、ここのこういう道路がこういう状況だから、早く整備をしてほしい

という要望をいただければ、尐しは早まると思います。 

意見 そうなんですか。ありがとうございます。 

奥山副市長 今、道路の整備は特に子供たちの安全の確保というのを優先に考えて整

備をしています。というのは、通学路の場合、歩道と車道を分けるという意味でガー

ドレールあるいは縁石を入れて、はっきり車と人の歩くところを分けて歩く。これも

幅がないとできないですけれど、幅があってできるところは、そういうことをできる

だけ早くやろうという動きでやっています。 

 あと、ガードレールとか入れられないところは、ご覧になったかもしれませんけれ

ど、人が歩く部分を目印になるように緑色で、「グリーンベルト」というのですが、

そういった形で、目で見てわかるように、車と人が通るところが別ですよ、というよ

うな形にしています。これはあまり費用がかからないので、そういったところができ

るところは急いでやっているところです。そういうのをちょっと優先させていただい

ているという事情があります。 

意見 お願いします。 
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《一番力を入れている政策》 

意見 私は今、大学でＣＯＣのプロジェクト授業を何コマか受けさせていただいてい

るのでいろいろ質問したいと思います。 

 自分が今いろいろな人の質問を聞いていて思ったことです。今、川越市が一番力を

入れている政策、それから今後、要望は出ているけれども難しい、ちょっと実現は難

しいな、未来にはできるかもしれないけれど、市長の任期の間にはちょっと無理かな

というような政策があれば、教えてください。 

市長 一番力を入れている政策は何かというふうに言われたら、１つは、子供の安全

確保です。子供のための施策というのには、かなり優先順位高くしてやっています。

お聞きになっているかどうかわからないですけれども、子供の医療費を中学校 3年生

まで無料化しました。私が市長に就任する以前は、小学校就学前の子供まで無料で、

小学生・中学生については無料化されていなかったのを、この 6年間に段階的に引き

上げてきて、中学校3年生まで無料化したとかですね、そういうことをやっています。 

 それと、やりたいんだけれども、まだ先になるだろうなという、そういうふうに思

っているのは町なかのことでは川越市駅周辺の整備です。私の考えとしては、あそこ

をきれいにしないと、そのすぐ北側、市駅の北側の踏切が開かずの踏切の状態なのが

解消できないという、そういうこともあって是非やりたいと思っています。ただし鉄

道会社である東武鉄道、簡単に言えば相手のあることですからね、市が勝手に駅をこ

うするああするというふうにやってしまうわけにいかないから、相手があるというこ

とが１つと、それから財政的なお金の問題もあって、まだまだ時間がかからないとで

きないんだろうなという、そういうふうに思っていて一番すぐ頭に浮かんでくるのが、

市駅周辺の整備ということです。 

意見 医療費のことは、4歳の弟がいるのですごくよくわかります。母がタダだから

と、喜んで病院に連れていってあげられるので、確かにそう言われると。でも、二十

歳を過ぎてしまい、まだ母親でもないので感じることができないので、改めて言葉と

して上の方から聞かされると、ああ、確かに恩恵を受けているなというふうに思いま

す。 

 

《イベントの宣伝》 

意見 今、川越のまちおこしに関しての授業を受けていて、いろいろな課題が出てき

ます。先ほどの交通面のこともありますし、年寄りが多い、若者がもっと来ればいい

のにという課題もありますが、全体的には宣伝力が尐ないのではないか、弱いのでは
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ないかということがすごく出てくるんですね。個人的にもそれは思うことなのですけ

れども、例えばＳＮＳではツイッターなどでアカウントなどを持っていらっしゃる 

と思うんですけれど、自分はツイッターとかフェイスブックとか若者の割に全く手を

つけていない人間なので、ＳＮＳからの情報源で差が出るんです。そうなると、やは

りチラシやポスター、中吊り広告などの紙媒体であると思うんですけれど、それにし

ても見ないなと思うんですね。 

この間、私と同じで大塚新田の囃子連に所属している人から、「今度、川越でプロ

ジェクションマッピングをやるらしいよ」ということを聞きました。人づてにしか聞

いていなかったんですよ。それを思い出して、動画を探したらすごくよかったんです、

個人的にこれはすごいと思って。これを見ることができた人、めっちゃラッキーじゃ

ん、と。でも、プロジェクションマッピングをやるなんていうイベントを聞いたこと

がないと思って。イルミネーションとかもやっていらっしゃるじゃないですか。でも、

川越に普通に住んでいて聞こえてくるイベントというのは、やっぱり花火大会と百万

灯と川越まつりだけなんですよね。だから、せっかくいいイベントなのに、その辺の

もうちょっと細々としたイベントを何で大々的に宣伝しないのかなというのが本当

に疑問なんですけれど、その辺どうですかね。 

市長 そうですね、おっしゃるとおり、宣伝の面でまだまだ足りない点があるという

のは承知しています。１つは、民間が主催、あるいは主導してやるイベントに関して

は、なかなか市が率先して宣伝するというのが難しい面もないことはないんですよね。

そういうことも１つはあるのかもしれません。 

 ただ、おっしゃるとおり、いろいろな面でまだまだ宣伝が足りない。それから市が

やる事業であっても、しっかり宣伝しないがために、講演会なんかも人が余り集まら

ないとか、そういうこともありますので、これからそういう点については十分改善し

ていきたいというふうに思います。 

意見 市長は個人的には、どんな宣伝の仕方がいいと思いますか。 

市長 ＳＮＳも 1つの方法だとは思うんですが、実は私もフェイスブックをやってい

るんです。あれを見ていると、おもしろい動画とか、そういうのがわっと広がるけれ

ども、普通の真面目な記事というのは、やっぱりあまり広がらない、そういう傾向が

ありそうな気がするんですよ。だから、いろいろな手段を使うといいましょうか、そ

うすることが必要だと思うけれども、ＳＮＳも一つの方法だし、それからできるだけ

マスコミに載せてもらうようにする、新聞やテレビ等、そういうものにもうまく働き

かけをして載せてもらうとかですね、そういうこともやらなきゃならないと思ってい
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ます。 

意見 ＳＮＳで今思い出したんですけれど、ツイッターは真面目な記事は飛ばされて

しまうというのは、確かにこの間の月曜日にみんなでチームディスカッションのとき

にツイッターを見ていたら、「文字だらけじゃね」「読まねえよ、これ、誰も」という

ぐらいで、ばんばん飛ばしていっちゃうんですよ。確かに若者の活字離れなんていう

ものが呼ばれている世の中なので、字だらけというのは、どんなに本を読む人でも、

多分川越に本当に興味がある人じゃないと読まないのかな、というふうには思いまし

たね。 

 メディアに関しても、川越ケーブルを見るんですよ。みかねえとはっちゃんのをよ

く見ているんですけど、もっと見たいというか、ぜひ何かそういうことをやっていた

だけたらなと思います。 

 宣伝ということに対してなんですけれど、前に市役所の方にお話を聞く機会が授業

の中であって、さっきの交通、蔵造り通りとか、あそこでもやっぱり上尾のほうに抜

けていく道だと思うので、やっぱりどうしても交通量というのは多くなってしまう、

自然と多くなってしまうところだと思うんですよ。そのために一応市役所としては、

観光客の人に通ってもらえるような迂回路をつくっているんだというような話をちょ

っと聞いたことがあって、ああ、なるほどなと思ったんですけれど、その迂回路に行

く道の地図、何もなくねと思ったんですよ。せっかく迂回路をつくっているのであれ

ば、その迂回路に行くといい寺ありますよとか、そういう感じの迂回路があるならば、

それをもっとちゃんとやっぱり言うべきなのかなというのも思いました。何より地図

なんかもちょっと尐ないのかなと。あと本川越の駅前の地図なんてもう古いじゃない

ですか、多分。だから、誰も利用しないので、誰も見ないだろうなみたいな感じには

ちょっと思いました。 

 

《小江戸川越》 

意見 小江戸川越という、この小江戸というフレーズ、いつか飽きがきてしまうんじ

ゃないかなというふうに思っているんですけれど、小江戸というもの、この先の小江

戸について、どういうふうに思っていらっしゃいますか。 

市長 なかなか難しい質問ですね。小江戸という名称に飽きが来てしまうということ

は、考えられなくはないと思うんですけれども、それを歴史的なものに乗っかってい

る関係で、変える、あるいは全く別の名称を考え出すというのはなかなか難しいと思

います。 
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 ただ、言えることは、今、観光客の皆さんは増加傾向なんですけれども、これがい

つまでも続くというふうに安泰ではいられない、のんびりしてはいられないというこ

とは思っています。観光客に限らず、川越に住んでくれる人も含めてですね、引き続

き増えるような、そういういろいろな工夫をこれからもしていかなきゃならないとい

う、そういう認識はあります。 

意見 ありがとうございます。 

 

《防災訓練》 

意見 私は川越市の消防団に入っているんですけれど、その中で 9月とかに防災訓練

というのが結構数がありました。私は国士館大学で救急救命士になる勉強をしていて、

大学は多摩にあるんですけれど、多摩市では医療機関、多摩市、あとは近隣の大学な

りでかなり大きな防災訓練を行うんです。私が川越市のを把握していないだけかもし

れないんですけれど、川越市のほうで医療機関、市、住民の方も含めて、そのような

大きい防災訓練というのはやられているのですか。もしされていないなら、これから

いろんな災害が起きたりすると思うので、対策とか防災訓練とかは考えられていらっ

しゃるんですか。 

市長 川越市がやっている防災訓練にも、医療機関というか、今年の防災訓練にはた

しかお医者さんにも来てもらって、訓練に参加した人に話をしてもらったという、そ

ういうことはあると思います。災害時の行動として参加してもらったというのは多分

ないと思いますし、防災訓練というのはいろいろな場面を想定してやっておかなけれ

ばならないというふうに思いますので、これから多摩市がやっているような、ほかの

市の様子も参考にしながら、いろいろな訓練をやっていきたいと思います。 

《防犯パトロール》 

意見 さっきから交通のこととか出ていて道路の話は出たんですけれど、私は南古谷

に住んでいて、周りに田んぼや畑しかなくて、建物も家ぐらいしかありません。駅は

基本的に人がいますが、今日も家に帰ろうと思うと真っ暗で。暗いし道も狭いし、街

灯が尐ないのもあるんですけれど、夜いつも学校帰りとかバイト帰りとかに道を走っ

ていると、車やバイクの人から声をかけられたりとか、自分の親もなんですけれど、

女性は危ないということがあります。それは多分、市街地とか川越駅周辺とかも同じ

で、川越駅周辺とかは逆に人がい過ぎて危ないところがあるんですけれど、その一方

で、人がいな過ぎて暗い道とかは女性や子供たちはやっぱり危ないと思います。 
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お巡りさんも時々パトロールをしてくださっているんですけれど、時々なので、も

う尐し市でも川越の市街地とかだけじゃなくてもっと全体的にパトロールをしてほ

しいと思います。あまり人がいないようなところでも、補導員さんとかが回っている

のは見たことがあるんですけれど、遅い時間とかにはあまりいないので、子供たちだ

けでなくて、大人の女性とかも危険なところをちゃんと見回ってもらいたいなという

のがあります。そういうのってやられていたりするんですか。 

市長 自主防犯組織というのがあって、地域ごとに防犯パトロールをやったりしてい

るという地域もあるんですよね。南古谷駅周辺もそういうのが多分あるんだと思うけ

れども、ただ、夜遅くまで、夜の 11 時とか 12 時にパトロールをその人たちがやって

いるかというと、それは今のところないと思います、残念ながら。 

意見 逆にその人を夜遅くに動かすのというのは、と思いますけれど、街灯とかをも

うちょっと増やしたほうが良いのではないかな、と思うんですけれど。 

市民部長 防犯灯は私の担当で、今、市内に 2 万 2,000 灯ぐらい防犯灯があります。

基本的には全部の地区を市で把握しているわけではいから、地域の要望によって新規

につけているんです。南古谷のどこですか、場所は。 

意見 小中居です。 

市民部長 小中居だと古谷地区ですね。 

 そうすると小中居の自治会長がいらっしゃいますから、自治会長さんに言っていた

だいて、自治会長さんから市に要望してもらう。そうすると、防犯灯を予算内でつけ

ています。ちなみに、今、明るくなっていると思いませんか、市内は。防犯灯をＬＥ

Ｄにしたんです。既にＬＥＤにしているところはあるのだけれど、今の蛍光管の防犯

灯を全て明るくするために 2万 500 個、今年で全部ＬＥＤにしていますから。今まで

気づかなかったかもしれないけれど、歩くときに見てくださいね。かなり明るいから。

うちのほうでやっていますので、よろしくお願いしますね。 

 それと、防犯パトロールのことにつきまして、今、南古谷の駅を使っているとおっ

しゃいましたけれど、南古谷地区はかなり一生懸命防犯パトロールをやっています。

自分のところで青パトを１台持っていて、それでやっていますね。 

前から市長が言っているんですけれど、新河岸駅が終わったら今度、南古谷駅の橋

上駅舎化もします。そうすれば、両側へおりられます。そうすることによって、今度、

小中居地区が今まで畑、田んぼであまり開発されていないところなのだけれど、そこ

が開発されるようになると思いますので、かなり期待していいと思います。 

意見 でも、南古谷の駅が小さいというのは、もう何年も駅を使っているので思うん
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ですけれど、どのくらいでそういうのが始まる予定なんですか。 

市長 そうですね。今、新河岸駅の改修をやっていて、それが終わったら次は南古谷

だと思っているんですよね。ですから、取りかかれるのが 3～4 年先で、取りかかる

といっても、まずは調査を始めて、どういう程度の駅にしなければならないのかとい

うのを決めて、その上で実際のことを始めるということになるから、私が考えるとこ

ろでは、工事に着手できるのは、その 3～4 年先からさらに数年先ということになる

と思います。 

意見 10 年ぐらいかかってしまうんですね。 

市長 完成だと、多分 10 年ぐらいかかるのではないかと思います。でも、もう構想

にはありますので、期待していてください。 

 

《クレアモールの取り締まり》 

意見 私の家は喜多町で、本当にここの近くなんですけれど、私が中学生ぐらいのと

きは、クレアモールでいわゆるキャッチをやっている方、居酒屋に入りませんかとか

何か言ってくる若い男性とか嫌だったんですけれど、最近も本当に多いなと感じてい

ます。渋谷とかの大通りでは、やめましょう、みたいな感じが高まっていると思うん

ですけれど、クレアモールなどには警察の人などをもっと配置して、未成年の人がた

ばこを吸っていたりするのも毎日見るので、警備を増やしていただきたいなと思いま

す。 

市長 確かに呼び込みが結構横行しているというのがありまして、警察もそれなりに

対応してくれていると思うのですが、引き続き警察にはその辺についてしっかり取り

締まるように、こちらからもさらに働きかけをおこないます。 

 

《教育行政》 

意見 私は今、教員を目指しているのですけれど、子供たちのためにいろいろやって

いらっしゃるみたいですね。学校とかと直接かかわりがあるようなものとか、教育委

員会と連携しながらやっていることとかあったら、教えてほしいなと思います。 

市長 学校とかかわりのある政策や教育委員会と共同でやっていることとかですね。 

１つは、オールマイティーチャーです。学校の先生の負担を尐し減らすことを考え

ようということで、3 年ぐらい前から市が人を雇って学校に派遣して、教員資格を持

っている人をお願いしています。授業をやってもらってもいいし、生活指導をしても

らってもいいし、ほかの指導をしてもらってもいいという、そういう制度を始めたん
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ですよね。それは費用がかかるんだけれども、尐しずつ人数を増やしていって、いず

れ全ての学校に市が雇った先生が行けるようにするという、そういうことを考えて今

実行しているところです。それは、あまり目立たないけれども、それなりに評価され

ています。学校からはいろいろな面で助かるということでおこなっています。 

 それと、今、課題なのは、学校にエアコンを入れるか、ということで、かなり前か

らいろいろな要望をいただいていて、前向きに考えているところです。 

意見 （オールマイティーチャー事業は）3 年だと短いと思うんですけれど、何か効

果が見られましたか。 

市長 校長先生とか希望のあるところからは、来てもらっていろいろな面でとても助

かっていますと。なかなかいい制度を始めてくれたという評価はもらっています。 

意見 ありがとうございます。 

奥山副市長 あと、なかなか進まないのですが、市内の小・中学校はかなり建物が古

くなってきているんですね。建て替えができれば良いのですけれども、なかなか建て

替えということにもいきません。そこで、順番でやっているんですけれど、古いもの

を改修してお化粧直ししてきちんと使えるように、さらに寿命を延ばして、50 年ぐら

い使うのを、もっと、75 年ぐらい使おうかとか、そのような勢いで老朽改修というの

を進めています。 

あわせて、教育効果もあるんですけれど、学校には必ず太陽光パネルを屋根に乗せ

て、いろんな形でその自然エネルギーを活用しているということを教育の一環として

もおこなっていますし、その学校のエネルギー対策としても太陽光パネルを使えるよ

うに、というようなことをおこなっています。 

 改修についてＰＴＡから言われるのはトイレの改修なんですよね。古いと使いづら

いのはおわかりかと思うのですが、今の子供たちは洋式しか知らないです。自宅に和

式というのはなかなかないと思いますので、学校に来て初めて和式のトイレを見ちゃ

った、ということも多々ありまして、使い方がわからないからトイレに入らないんで

す。そんなようなことも冗談ではなくあったりします。和式トイレをなくすわけにい

きませんが、できるだけ洋式トイレを改修し、入れ替えるときに整備する、というよ

うなこともやっています。 

意見 ありがとうございます。 

市民部長 ちなみに川越市立の小学校・中学校の先生は、埼玉県の職員です。先ほど

市長が言ったのは、埼玉県の職員で全部やっているんだけれども、そのほかに市で採

用しているということですから、市の職員、川越市立でありながら市の職員でない、
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県の職員なんです。なかなかちょっとわかりづらいところがあります。 

 

《老人介護施設》 

意見 私は、今、特別養護老人ホームの事務職員として働いています。仕事自体は所

沢なんですが、今、事務の立場として、入居待ちの方が私のところでも 300 人近く、

お申し込みをいただいて順番待ちの方でそれぐらいになってしまうんですね。川越で

も現状としては、入居待ちの方とかもたくさんいらっしゃると思うし、そういう方は

デイサービスとかを利用しながら、お申し込みをされている家族もいるかと思います。

川越の場合、特別養護老人ホームとかもありますし増えているとは思いますが、多分、

特別養護老人ホームを増やすとしても介護職員がいないという現状ではないかと思

います。大まかな質問になってしまうのですが、そういうことに関して市長はどのよ

うにお考えなのかな、と。ご意見を聞きたいです。 

市長 川越市の場合も極めてアバウトな数字だけれども、そういう老人の介護の施設

に入りたいのに入れないという人が 1,000 人ぐらいはいると思います。計画的に順次

そういう施設をつくってもらってはいるんです。つくってもらっているというのは、

民間の社会福祉法人などがつくるときに、建設補助金を出してつくってもらっている

のですが、いろいろな制約があって、一度に増やすことができないという現状ですね。 

しかも、施設が増えると、そこへサービスを提供するためのお金がかかります。介

護士さんなどを大勢雇わなければならないとか、そういうお金も出さなきゃならなく

なるわけですね。もちろんその一定部分は、介護保険という高齢者の方、あるいは国

民が払った保険料から出るのだけれども、税金から出る部分ももちろんあるんです。

それがどんどん増えてしまっているというのが、正直言って現状なんです。これ以上、

青天井で増えていっては困るということで、できるだけ施設ではなくて、1 つは介護

予防といって、そういう介護が必要な状況にならないようにいろんな働きかけをしよ

うというのが、国が今、考えていることの 1つなんですよね。 

それと、もう 1つは、軽度の人はできるだけ家にいて、デイサービスみたいなのに

通うとか、地域の人の中で面倒を見てもらうとか、そういう部分を増やしていこうと

いう、老人介護の世界はそういう傾向にあるんです。それがうまくいけば、どうして

も入居しなければならないという人を減らしていくことはできるだろうとは思うの

ですが、入りたくてもなかなか入れないという人がいっぱいいるのが現状です。 
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《臨時職員の待遇》 

意見 私の母は川越市の臨時職員として小学校の事務をおこなっているのですが、一

緒に働いている県職の人が体調を崩してしまっていて、週に 2回助けにきてくれる人

がいるんですけれども、それでも仕事はすごく大変そうなんです。市のことなので時

間はきっちりしていて、8時から 16 時までと決められているので、その時間は良いと

思うんですけれども、県職と同じ仕事をしているのに給料が 5分の 1ぐらいで、母は

もう辞めたいと言っています。母が辞めたとしても、川越市が設けている条件を変え

ない限り、こういう人が出てしまい、働きにくい市になってしまうのではないかなと

思います。それまでは給食センターで臨時職員をしていて、父も地方公務員なので、

扶養が外れない限度で働いていたんですけれども、8 時間になると扶養までいってし

まうので、税金を払うようになってしまいます。ですから、非正規がもっと、1 回そ

の職場から外れた母のような人たちがもっと、働きやすいまちにしてほしいんですけ

れども。 

市長 給料が違うというのは、正規職員と臨時職員の違いとしか言いようがないんで

す。今のお話では、多分お母さんは扶養家族でいられる範囲内で働いている、あまり

収入が多くなると扶養家族から外れざるを得なくなってしまうから、税金面で必ずし

も有利でないという、そういう考えで臨時の仕事をされているんだと思うんですけれ

ども、簡単に言えば、メリットとしてはそういうことだと思います。 

 フルタイムで働ける人が全員であれば、それは良いのですけれども、なかなか市と

しても給料として払えるお金に、簡単に言えば枠がありますからね。どんどんそうい

う人を増やすということは考えていないんです。 

正規職員はどちらかといえば、この 20 年ぐらいは削減、人数を減らすという方向

できております。川越なんかも随分減らしてきていて、そうはいってもどうしても人

手が必要な部分については、臨時職員でカバーしようという、そういう体制になって

いるというのが現状です。 

 確かに正規職員をどんどん採用すれば、女の人にとっても公務員という仕事は比較

的働きやすい職場ですから、良いのかもしれないけれども、いろいろな制約があって

どんどん増やすわけにいかない。むしろずっと減らしてきているというのが現状なん

です。 

意見 県職と同じ仕事をしているのに、給料が同じにならないのはわかるんですけれ

ど、全然違うじゃないですか、もらっている金額が。何かかわいそうかなって。全然

助けにも来てもらえないみたいで。 
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市民部長 川越の場合には、もともと市の事務と県の事務が１名ずついたんですけれ

ども、ほかの市町村は県の事務しかいないんですよ。川越市は手厚過ぎたんです。そ

れで市の職員の正規職員をなくしたかったんだけれど一度になくせないので、今回臨

時職員を入れているという状況なんです。 

給料が違うのは身分の違いですよね。同一労働、同一賃金という法則はあるかもし

れないけれども、正規と非正規の身分の違いがあるので、仕方がない部分があります。 

 

《成人式開催日》 

意見 私は平成 28 年の１月に成人を迎えます。今年の成人式は多分、普通に成人の

日に開催されると思います。成人の日にするメリットはあまりあるとは思わなくて、

やっぱりその前の日に日曜日があるんだから、日曜日にしたほうが良いのではないか

なと感じるんです。徳島県ではもう月曜日に成人式を開催している市はなくて、市町

村は宇都宮でも日曜日開催だそうです。昔は 1 月 15 日が成人式で、それを国が多分

良いと思って月曜日に、1 月の第 2 月曜日にしたんだと思うんですけれども、それが

最初に国が日曜日に成人式にして、次の日を国民の休日にしたら、多分どの市も日曜

日に開催できてたくさんの人が来てくれたと思うんです。それができないので、やは

り川越も日曜日に開催するのがいいと思うんですけれども、来年ではなく再来年はど

うなりますか。 

市民部長 成人式の実行委員会の方が見えていますけれども、今、川越駅の西口にウ

ェスタ川越ができて 1,700 席のホールをつくっています。来年 7月オープンですけれ

ども、今まで運動公園でやっていたのをそこでおこなうかという選択肢があるんです。 

もう 1つは、前々から要望があって、月曜日ではなくて日曜日にやってくれと。そ

うすれば地方に行っている人たちも成人式に参加して、その日ゆっくり夜を同級生と

過ごして、月曜日に帰れるというのも要望をいただいています。 

 ただ、それをすぐに川越市で変えましょうというとなると、今度はパーマ屋さんな

どが着付けとかあって困ってしまう。だから、そういう調整もしなければなりません。

でも、もうその要望は聞いていますから、できれば来年検討していこうよと。来年か

らやっていきたいというのは、もう内部でも話が出ていますので、いずれ市のほうで、

そのほうがいいということで要望を受けて、日曜日にするというのはできると思いま

す。ただ、場所をどちらにするかというのは、ウェスタ川越の大ホールの収容人数は

1,700 人なので、2,200 人ぐらい参加者がいると入り切れないんですよね。2回でやる

ようになると、それもまた不便だし。もしも 1回でやるとなると、大ホールと多目的
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ホールというのもありますから、両方でやるという形も考えられます。それは、これ

から市として成人式をいかに魅力あるものにしなければいないかということで考え

ていきたいと思っています。そのためにも成人式実行委員会というのは成人になる人

たちでつくってもらい、自分たちで自分たちの成人式を考えてもらおうということで

つくり始めたものですので、ご理解いただきたいと思います。 

 28 年にできるかどうかわかりませんけれども、一応そういう要望は毎回聞いていて

検討しております。 

市長 そういうご要望が多ければ、日にちを変えるのはそれほど難しい問題ではない

ですからね。 

意見 多いというのは、何かその署名を集めるとかそういうことをした方が良いので

しょうか。 

市長 そういうことをやっていただいても良いのですが、あちこちからこうしてほし

い、という声がいっぱい聞こえてくれば、それなりに対応はいたします。 

市民部長 いろいろな意見がありますよね。成人式は成人の日にやるんだという人も

いるし、いろいろ難しいです。だから、総合的な形で判断させていただきたいと思い

ます。 

 ※ 平成 28 年 1 月開催予定の成人式は、成人の日の前日に、ウェスタ川越大ホー

ル等で開催されることに決定しています。 

 

《街路灯と信号の設置》 

意見 私は先ほどからお話に上がる芳野地区に住んでいるんですけれども、昨年度の

タウンミーティングの議事録を見せていただきましたが、芳野は人口も尐ないですし、

若い人も尐なくてあまり話題が出てこないので、今の芳野の現状をざっとお話ししま

す。 

先ほど街路灯のお話がありましたが、私はちょうど川島町と接する入間川の大きい

堤防の真下、菅間に住んでいて、そこから毎日本川越駅まで、原動機付自転車で 25

分ぐらいかけて行っています。 

菅間にはまだ街路灯がほとんどありません。大体 300 メートルに 1 本ぐらいです。

私のおじいちゃんは芳野の自治会長をやっていたことがあって、昔から「街路灯が欲

しい」と何度も言っているのですが、街路灯は一向に増えません。 

市民部長 街路灯については、先ほどちょっとお話しさせていただいたんですけれど
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も、自治会長を通じてご要望していただければ。街路灯のほうは 300 メートルに１個

と言わずに 100 メートルに１個つくかもしれません。 

市長 要望があったからといってすぐ対応できるかというと、そうでもないのだけれ

ども、自治会を通じての要望がないとなかなか実現しないことは間違いないです。 

意見 芳野には工業団地があるのですけど、以前、自治会から子供の通学路で、工業

団地と通学路の間にあるちょっと危ない丁字路があって、そこに信号をつけてという

要望を出したらしいんですけど、それは却下されたみたいです。 

市民部長 信号は市の管轄ではなくて、県の管轄で、警察と公安委員会なんです。 

意見 いずれにしても、よろしくお願いします。 

 

《シャトルバス》 

意見 私は雤や台風の日、原動機付自転車で駅に行くのが難しいときはバスを利用す

るんですけれども、私が幼いころには市内循環バス、紫色のバスが芳野まで来ていま

した。でも、今は廃止になってしまったので東武バスを使っているのですが、片道料

金が 360 円、往復で 700 円以上かかります。そうすると台風が 3日間ほど続いたりす

ると、それだけで結構痛手になってしまいます。私は珍しいんですけれど家に 4世代

で住んでいて、ひぃおばあちゃんが 97 歳です。昔は市内循環バスで病院まで通って

いましたが、そのバスがなくなってしまって、今、病院に通えていない状態です。芳

野はお年寄りも多いので、できればそのような市の循環バス、運賃がすごく安いじゃ

ないですか。そういうものがあったらいいなと思っております。 

市長 シャトルバスの件については、なかなか厳しい現状があります。平成 21 年に

私が市長に就任した当時は、シャトルバスは 3,000 万円の売り上げを上げるために 2

億円以上の費用がかかるという状況だったんです。確かにサービスだから赤字でも良

いではないかという、そういう考え方もあるのだけれども、そうはいっても赤字はな

るべく尐なくしたほうがいいということで、路線の見直しとかそういうものをして、

あまりに利用者が尐ない路線については廃止をするという方向できたんです。 

今、その廃止した部分については、デマンドバスといって、タクシーみたいに、電

話して、「ここからこっちに行きたいんだけれど来てください」という、ワゴン車な

のか実際のタクシーに使っている乗用車を使っているのかはちょっと記憶にないの

ですが、そういうことを実験的に今やっているところです。 

意見 1 つのアイディアとしてなんですけれども、近所のおばあちゃんたちが話して

いたのを聞いたときに、ほかのどこの地域もかもしれないんですけれど、毎週芳野は
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回覧板が頻繁に回ってきて、小学校だよりとか中学校だよりとかも毎月来ています。

もしそういう回覧板に、今週の何曜日にどこどこにワゴンタイプの車が来るので、乗

りたい人は集まってくださいとか、そういうものがあれば、利用できるかなと思った

んですけれど。自ら電話をかけて、自ら乗りにいくというのが、お年寄りは厳しいの

かなと。みんなで行くとかだったら良いと思うのですけれど、そういうのはやっても

あまり効果はないのではないかと思うのですが。 

市長 そういう意味で効果がどの程度見込めるのかも含めて今、実験的なことをやっ

ているところなんですよね。それなりの効果があるというのであれば、それを市域全

体に広げていって、活用したいと思っていますし、それがあまり効果がないというの

であれば、また別の方法を考えるという、そういうようなことをやっているところで

す。 

 

《評価される場（顕彰）》 

意見 私の妹が先日、バトントワリングという競技で世界第 2位を獲得して、川越市

に表敬訪問に行ったらしいのですけれども、行って、写真を撮って、お話しして終わ

り、みたいな感じだったらしくて、なんかあまり。妹以外の人で、埼玉県内のほかの

町に住んでいる人は、おめでとうとお金をくれたり、市内の特産品をくれたりしてい

て、広報にも大きく載ったりしているのに、川越市はそういうような頑張っている人

が評価される場が尐ないのかなと思います。広報にも何か勲章をもらった人とかがち

っちゃく、最後のページにちっちゃく写るぐらいな気がして、そういうところがもう

尐しあればいいのかなと思っています。 

市長 スポーツとかいろんな分野で顕著な功績を上げた人に対しては、それなりの顕

彰をしているつもりではあるんですが、今おっしゃられたような、そういう面がまだ

あるというのも理解しますので、今後改善したいと思います。 

意見 埼玉県庁に行った際には、何かコバトンの大きいぬいぐるみをもらって、すご

く喜んでいたので、何かそういう物でなくても、頑張っている若い人がいるよ、とい

うのを発信していただくだけでも良いと思います。 

 

《小・中学生の姉妹都市交流》 

意見 私は今日、オッフェンバッハ市訪問中学生交流団に参加したということで呼ん

でいただいたんですが、小学校 4年生のときには川越市が主催する科学の勉強会みた

いなもので、夏休みに 3日間ほどあったものに参加しました。市内各小学校から 2名
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ずつ呼んでもらって、私のときには北極の観測隊に参加していた方が講演してくださ

ったり、大洗水族館に行って水族館の裏側を見せていただいたりしまして、それから

環境とかに興味を持って今大学で学んでいます。 

それから中学 1年生のときには、尐年の翼ではなくて中学 1年生が行く第 1回生と

して中札内に行って、先日、夏休みに 6年ぶりにそのホームステイさせていただいた

家に行ってきて、すごく喜んでもらいました。 

それから私が行ったオッフェンバッハ市の訪問中学生交流団では、ドイツの文化と

か環境とかの政策にすごく興味を持ちましたので、来年の秋からドイツへの留学が決

まっています。 

 私は、川越市の教育に対する恩恵を一番受けているのではないかと言っても過言で

はないぐらい、いろいろなものに参加させていただきました。けれど、それを受けら

れるのは限りがあるし、お金も厳しいと思うんですけれども、でも、そういう体験っ

てなかなか自分では一歩が踏み出せないけれど、そういう場があって、私がドイツに

行くのは市がお金を援助してくれたからというのがあって。それで親も承諾してくれ

て行けたので、そういう場をできるだけもっと、できればたくさんの子にもっと大き

い支援でやっていただけたら、川越市からいろいろな人材が出たりするのではないか

なと思います。 

市民部長 理科の特別授業についてはわかりません。ただ、中1の中札内はあります。

中 3の中札内と、あと中 3の外国と、これはずっとやっています。だから、もっと拡

大してくれと。いろんな子供たちがいろんな場面に、ということですね。 

奥山副市長 参加を希望する子供たちが行けるようにと。 

意見 そうです。中札内村は人数が尐ないというのもあるんですけれど、学校で希望

をとって行きたい人はほぼ全員行かせるらしくて。 

市長 向こうは、小学校も中学校も 1校しかないんですよね。しかも１学年の人数が

かなり尐ないということもあって、そういうこともできるんですけれども、川越の場

合は１学年 3,300 人ぐらい各学年いますからね、なかなか難しい。 

意見 私がそんなに行けたのは、芳野中は1学年 40人で1クラスしかなかったので。 

市長 そうですね、川越市内で一番規模が、人数が尐ない学校ですからね。 

意見 ですけど、多分ほかの学校はもっと競争率とかも高いだろうし、もっと行きた

い人もいっぱいいると思うので、外国とか北海道とかじゃなくても、そういう理科の

とか、そういうものを何かしら提供できたらいいなと思います。 

市長 その点については、教育委員会ともよく打ち合わせをして、できるだけ拡大す
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るように努力したいと思います。ただ、やはりいろんな面の制約があるというのは、

ご理解いただきたいと思います。 

意見 僕もこの会に参加させていただくことになったのは、尐年の翼なんですけれど、

これに参加してとてもいい刺激になったし、良かったなと思っています。 

 僕は今年、尐年の翼の指導者として、また北海道に行きました。向こうでは研修生

として今年も村長さんが出てきてくださり、歓迎会などを開いてくれて、いろいろ手

厚くもてなしてくれました。違和感があったのは、向こうは村長さんが来てくれて、

その人たちと指導先の歓迎会で食事とかもとらせていただいているんですけれども、

こちらからは市長さんが来なかったなということです。部長さんか誰かが来てくれま

した。市長さんはいろいろ忙しいとは思うんですけれども、姉妹都市としての関係が

ある中札内村に年に夏に一度、中学1年生のときのそういう大きなイベントというか、

事業があるのだから、なるべく優先してこちらに来るべきなのかなと僕は思うんです。  

 それから、指導者として行って、実行委員会とかここにかかわらせていただいて思

ったのですけれど、市がいろいろ負担してお金の面も負担していただいて、それで成

り立っている事業ですから、委託する旅行会社との折り合いや予算が厳しいのもある

とは思いますが、なるべく今後もこういう中学生の人が参加できる、経験できること

は、長い間なくしてほしくないなというのが僕からの意見です。 

市長 私、去年は行ったんです。 

意見 研修生のときには多分来てくれています。 

市長 今年はほかに優先すべき予定が入っていたもので、代理に行ってもらったんで

すよね。できる限り行きたいとは思っています。 

 

《外国人観光客への対応》 

意見 先ほどから川越市の観光地としての話が多々あったと思うんですが、観光地と

してのデメリットもあることにはあるということですが、それでも確実に川越市が観

光地として得ているメリットが大きいということを先ほどおっしゃっていたので、そ

の観光地としての点に関して自分にも意見がありますのでお話しさせていただきま

す。 

小学校 4年生のころから私は川越市に住んでいて、外国やほかの地方から川越市に

来た方から、「川越市駅はどこですか」とか、「本川越駅はどこですか」とか、道を聞

かれることがすごくよくあって、それは本当に観光客が多いというのをあらわしてい

ると思います。それと同時に、観光客にとってはその場所がわかりにくいということ



- 21 - 

 

だと思います。例えば外国人の方が多いというのもあるんですけど、英語とか、今は

アジア系の観光客も多いと思うので、中国語や韓国語などのいろんな言語での表示な

どをもうちょっとわかりやすくしたほうが。観光地として力を入れている場面がある

ので、もう尐しそのような掲示などを充実させたほうが良いのではないかと日ごろ思

っていたので、そこのところを聞きたいと思います。 

市長 外国人観光客に対する対応ということだと思うのですが、2020 年の東京オリン

ピックの際に、川越でオリンピックのゴルフ競技が行われるということはご存じだと

思います。それに向けて当然外国人観光客が増えるだろうし、増やしていこうという、

そういう考えがありまして、そのためのいろいろな対応の検討を始めているところで

す。当然その中で道案内とか看板であるとか、そういうものも検討対象になりますの

で、そこで協議し、話し合いながら、どの程度、何語と何語の看板をつけるべきなの

かなど、そのようなことを決めていって実現したいと考えています。 

意見 先ほどから、これは県の管轄とかこれは国とか、道の整備のことでも県道とか

国道とかで違って、そういう市民の要望に応えるのに、また管轄の問題ですごい連携

が難しいと思うんですけれど、今の観光客への対応の話でも、やはりオリンピックと

いうのは国の事業で、国としてやることと、市だからできることというのがどういう

ことがあるのかなというのが、私はあまりわからなくて気になります。 

川越市だからできるアプローチの仕方とかで、市だからできることって何かあるの

でしょうか。 

市長 市ができるというか、市がやらなきゃいけないことの 1つにゴルフ場に行く道

路の整備があります。これは県道と市道の部分があり、もちろん国道もあるのだけれ

ども、渋滞が常に発生しているのは、主に県道なんですよね。県道だけではなくて、

市の道路も整備をしなければならないというのが 1つですね。 

 それと、今具体的にわかっているのはゴルフ場に一番近いＪＲの笠幡駅なのですけ

れども、そこの整備は市がやらなければならないんです。実は、駅というのはＪＲの

ものなのだけれど、なぜか市がやらなければいけないんですよね。例えば東武東上線

の駅をきれいにするのだって、あれはほとんど市がお金を出してやるんです。という

わけで、その駅の整備を、駅前広場等の整備をしなければならないというのと、もう

1 つは、来てくれる人に対してどういうおもてなしをするのか、今言った外国人向け

の看板であるとか、道案内であるとか、そういうものも含めて、それは地元がやらな

ければならないということですね。 
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《社会教育施設のトイレ》 

意見 僕はよく図書館を使うんですけど、図書館のトイレもちょっと汚いというか、

ちょっと古いので、ウォシュレットつきのにしてもらえたらうれしいです。あと、ほ

かの市民の人が使う図書館とかのほかにも公民館とかも、結構そういうトイレだと思

うのでお願いします。 

市長 図書館あるいは先ほど出てきた学校とかですね、改修しなければならないのが

いっぱいありましてですね、鋭意努力はしたいと思っています。 

 

《公共施設での学習スペース》 

意見 私が受験生のときに思ったのは、勉強する場所が尐ないのかなと。中央図書館

の上に学習室があって、そこまでだと私の家は川越駅の西口あたりで遠くて、できれ

ばクラッセで、と思いましたが、クラッセだと閲覧しながらの勉強しかだめと言われ

てしまいました。勉強したい人は多分いると思うんですよ。だから、市民の人がより

良く、より適切な環境で勉強できるスペースがもっとあればいいかなと。中央図書館

とかも割と混んでいて座れなかったりするので、もっと広げていただければうれしい

かなと思います。 

市長 川越駅西口に市立高校のテニスコートに使っていて、現在、駐輪場にしている

土地があるんですけれども、あそこを何とかしてオリンピックまでにものをつくると

いう、そういう方向で考えています。そこをどういうふうに使うかを今検討している

ところなんですが、その中に学生さんが勉強できるようなスペースを設けたらいいと

か、そういうような議論も出ていますから、一定部分は実現するんじゃないかと思い

ます。 

 

《気軽に意見交換の出来る機会を》 

意見 私が普段から個人的に思っていることなんですけれど、今回タウンミーティン

グという場を設けてもらって、限られた方しか連絡が来なくて、その中からこの方た

ちみんなで来たと思います。多分大きすぎると収拾がつかないとは思うのですが、私

たちみたいな何かの代表だったという人たちではなくて、一般の本当に学生、小・中

学生とかも、小さい子たちからも、というような場を持っているのかわかりませんが、

もっとそういう場を、いろんなところで、いろんな場面でやってみたらいいといます。 

それから、これは本当に前から思っていたのですけれど、意見を言う場もちょっと

堅苦しい人には言いづらいというところがあるので、もうちょっと市長さんに軽い感
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じで。硬いと言っているわけではないのですけれど、さっき５分前ぐらいにこちらに

いらしたのを私は知っていたのですけれど、すっとそこに座ったりとかではなくて、

コミュニケーションとか会話が･･･。 

市長 コミュニケーションが苦手で･･･。 

意見 そういうのがあるというか。私たち市民からすると、「あ、この市長さんなら、

これかなえてくれるかな」とか、「これ言ってみようかな」とかも増えると思うんで

す。若者の意見も多分尐ないと思うので、大人の方とかお父さんとかお母さんとかお

じいちゃんとかおばあちゃんだったら、簡単に川越市にこれこうじゃないのとか意見

を言えると思うんですけれど、やっぱり若者というか私たちは、そう簡単に、市に興

味がないというか、自分が楽しければというところがあるので、もっとアットホーム

な感じにしていただければ、多分若者にも興味を持っていただけるし、いろんな意見

が聞けるんじゃないかなというふうに思いました。 

今日は何度か市長さんの笑顔を見られたので、もっと笑顔が見たいなという心理的

なことなんですけれど。 

市長 貴重なご意見をありがとう。十分取り入れるようにします。 

意見 もっと何かラフな感じで私はいいと思います。 

市民部長 いろいろな場を設けてくださいということなんですけれども、このタウン

ミーティングについても毎回どういうふうな人たちを集めてやるかというのも検討

しています。今の貴重なご意見を参考にしながら、また来年度できるだけ多くの若者

たち、みんなのご意見を聞けるような場を設けていきたいというふうに思っています。 

  

市長 本日は、本当に皆さん方には、若いフレッシュな目で見た川越市のことである

とか、私自身に関することも言っていただきましてありがとうございます。できる限

り、生かして取り入れていきたいというふうに考えております。 

 川越市には市民意見箱という、そういうものもございますので、ここをこういうふ

うにしたらいいんじゃないかというような提案であるとか、あるいはこうしてほしい

という、そういうご要望であるとか、そういうものがありましたら、そういうものに

書いて投函していただいてもよろしいんじゃないかという考えはあります。 

これからもできる限り、市民の皆さんとなるべく身近に接していろんなご意見を聞

きながら、市の政治を進めていきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い

します。 

 今日は、本当にありがとうございました。 


